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大 腸 癌 ・腺 腫 の 発 生 と進 展 に お け るc-myc

p62Oncoprotein発 現 の 意 義 に つ い て の 研 究

三重大学 第2外 科(指 導:鈴 本宏志教授)

三 浦 力

大腸癌73例(79病 変),大 腸腺腫30例(30病 変),正 常大腸粘 膜75検 体について,抗 ヒ トc-mycp62マ ウスモ

ノクローナル抗体(MYC1-6E10)を 用 いた免疫組織化学染色法 によるc-mycp620ncoprotein発 現 を検討

し,ま た大腸癌79病 変中72病 変 につい ては,DNAploidyの 検 索を行 った.p62の 強い発現 を見た のは大腸癌

79病 変中36病 変(45.6%),大 腸腺腫30病 変 中21病 変(70%),正 常大腸粘膜75検 体 中5検 体(6.7%)で あ り,

p62の 強い発現 を見る頻度 は大腸癌お よび腺腫 では正常粘膜 に比 して有意 に高か った.大 腸腺腫 ではp62の

強い発現 を見 る頻度 と組織 型および異型度 との間に相関が な く,ま た大腸癌 ではp62の 強い発現 を見 る頻度

と臨床病理学的所見お よびDNAploidyと の間に相 関を認 めなかった.こ の ことか ら,c-mycp62oncopro-

teinは 大腸腫瘍 の発生段階に関与するが,一 旦発生 した腺腫 あるいは癌のその後の進展 には関与す るところ

が少ないと考 えられた.

索引用語:大 腸腫瘍,c-myc蛋 白p62,抗 ヒ トc-mycp62マ ウスモ ノク ローナル抗体,免 疫組織化学染色,

DNAploidy

緒 言

発癌 の過 程 はinitiation,promotionお よびprogre・

ssionと い う多段 階 を経 る こ とが広 く認 め られ て い る1・2).

す な わ ち,最 初 の 変化(initiatioの は 放 射 線,発 癌 性

化 合 物,あ る い は ウィル ス な どに よ っ てお こ る 遺 伝 子

レベ ル での 変化 で あ り,つ づ くpromotionの 段 階 で は

細胞 の形 質 が 変化 し,癌 細 胞 と して の性 格 を具 え る よ う

に な る.そ しこ(,癌 化 した 細胞 は増 殖 し,転 移 す るな ど

のprogressionを 示 して臨 床 的 に認 識 され る に 至 る.近

年,RNA型 造 腫 瘍 ウ ィル ス に 関連 す るoncogeneの

うち,mycやras,£OSな どに つ い て の研 究 が 進 め られ,

これ らの ◎ncogeneがencodeす る蛋 白は 腫 瘍 のi益iti-

ationな い しpromotionの 段 階 に 関 与 す る と考 え られ

て い る1"7》.こ の うち,c-mycがenco(免 す る 蛋 白,す

な わ ちc・mycoacoprotein(p62)8獅12>は 細 胞 の増 殖 あ る

い は分化 に関 与 す る とい われ1◎・13鞭鋤,腫 瘍 発 生 との 関 連

が注 目 され て い る2・17糟20).

著者 は抗 ヒ トc・mycp62マ ウ スモ ノ ク ロー一ナ ル 抗体21)

を用 い た 間接 酵 素 抗体 法 に よ る免 疫 組 織 化 学 染 色 に よ っ

てp62が 簡便 に検 出 し うる こ とに 着 目 し,大 腸 癌73例 か

ら得 た癌組織79病 変,大 腸腺腫30例 か ら得 た腺腫組織30

病 変,正 常大腸粘膜75検 体 のそれ ぞれ の間 でp62発 現 の

頻度 を比較 し,さ らに大腸癌,腺 腫 については腫瘍 細胞

のDNAploidyを 含 む臨床病理学的所見 とp62発 現頻

度 の相 関を検討す るこ とによってp62の 発現 と大腸腫

瘍 の発生 と進展 の関連 につ いて二,三 の知見 を うるこ と

が できたので報告す る.

1.研 究の対象 と方法

1.対 象

1987年10月 か ら1990年1月 までの間に三重大学第2外

科お よびその関連病院 にお いて手術的 に,あ るいは内視

鏡的 に切除 された,大 腸癌73例(同 時性重複癌6例 を含

む)か ら得 られた79病 変,大 腸腺腫30例 か ら得 られ た30

病変,腫 瘍の手術的切除が行われた75例 で,腫 瘍 か ら少

な くとも10cm以 上離れ,肉 眼的 に正常な大腸粘膜 を採

取 した 「正常大腸粘膜」75検 体 を対象 とした.

大腸癌お よび大腸腺腫の臨床病理学的事項 はいずれ も

大腸癌取 り扱い規約22)にしたが って記載 し,大 腸腺腫 は

さらに,組 織学的異型度 をmild,modαate,sevαeの

3段 階 に分類 した23).な お,腺 腫の 中には後の詳細な病



1312

理 組 織 学 的 検 査 に よ って 腺 腫 内 癌 の 見 い だ され た もの が

5例 あ るが,免 疫 組 織 学 的 検 討 に用 い た材 料 はす べ て 腺

腫 成 分 の み の部 分 で,癌 組 織 を含 ん で い な か っ た の で,

こ こで は 腺 腫 と して 取 り扱 った 。

2.P62の 染 色 法2荏)と発i現強 度 の判 定

切 除 新 鮮 標 本 は直 ち にo.c.T.coMPouND(Mi-

1esScienti丘c,Naperville,USA)に 包埋 し,液 体 窒素

で瞬 間凍 結 させ た の ち,切 り出 しま で 一800Cで 保 存 し

た.凍 結 され た 標本 はcryostatで5μmの 厚 さで切 り

出 し,0.5%の ゼ ラチ ンでcoatingし た ス ラ イ ドグ ラス

に のせ,急 速 に風 乾 した の ち染 色 に用 い た.

免 疫 組 織 化 学 染 色 はABC法 を用 い て以 下 の よ うに

行 っ た.す な わ ち,標 本 をPBS(FlowLaboratories,

U.K。)で 洗 浄(10分 間 ×3回)し て0.C.T.CO-

MPOUNDを 除 き,ア セ トン固 定(10分 間)し た の ち

PBSで 洗 浄(5分 間 ×3回)し た.次 い で非 特 異 性 染 色

を ブ ロ ックす る た め ウ マ正 常 血 清(マ ウスIgG用Ve-

ctastainABCKit;VecωfLab◎rat◎ τies,hc.,USA)

で 処 理(60分 間)し た の ち,抗 ヒ トc・mycp62マ ウ ス

モ ノ ク ロ ーナ ル 抗 体MYC1-6E10(CambridgeResearch

BiochemicalsFLtd.,UK;BatchNo.IBUO69)を2.5

μ9/m1の 濃 度 で45分 間反 応 させ,PBSで 洗 浄(5分

間 ×3回)し た.っ ぎに,抗 マ ウ スIgGウ マ ビオ チ ン

化 抗 体(VectorFLaboratories,Inc.)を15分 間反 応 さ

せ,PBSで 洗 浄(5分 間x3回)し,さ らに,ABC

試 薬(VectorLaboratories,Inc.)を15分 間 反 応 させ,

PBSで 洗 浄(10分 間 ×3回)し た.発 色 は0.03%過 酸 化

水 素 溶 液(PBS20m1,3,3'一 ジア ミ ノベ ン ジ ジ ン10mg,

30%過 酸 化 水 素 水20μ1)を10分 間 反 応 させ,流 水 で5分

間 洗 浄 し た の ち マ イ ヤ ーヘ マ トキ シ リ ンに て対 比 染 色 を

行 い,乾 燥 後 エ ン テ ラ ン にて 封 入 し検 鏡 した.

染 色 強 度 の判 定 は,以 上 の 過 程 でMYC1-6E10を 加

えず に染 色 した も の をnegativecontrolと して2人 の

検 者 が独 自 に行 い,図1に 示 す よ うに,細 胞 質 に 弱 い染

色 性 の み られ た もの を(+)と し,図2に 示 す よ うに 細

胞 核 お よ び細 胞 質 が び ま ん性 に 強 い 染 色性 を示 した もの

を(升)と した.2人 の検 者 の 間 でinterobservervaria-

bihtyを み た の は少 数 例 の み で あ り,こ の よ うな 場 合 は

時 間 をお い て再 検 す る か,第3の 検 者 の 意 見 を 参 考 に し

て 染 色 性 の(+)ま た は(朴)を 決 定 した.

3.DNAHowcytometryの 方 法 とDNAploidyの

判 定

大腸 癌 細 胞 のDNAHowcytometryは 村 上 ら の 方

法25)に 準 じて行 っ た.す な わ ち,手 術 標本 か ら得 られ た

癌 組 織 約1g(正 常 粘 膜 少 量 を含 む)を 細 切 し,0。5%

TritonX-100(SigmaChemicalCo,USA)に て 裸 核

化 し,40μmナ イ ロンメッシュにて組織塊 を除去 し,0.5

%RNase(S…gmaChemicalCo)で 処理 したのち50μ9/

mlのpropidiumiodide(SigmaChemicalCo)に て

DNA染 色 を行 い,FACScan(BectonDickinsonImm・

unocyto斑etrySystems,USA)を 用 いて10,000～20,000

個 の細胞 のDNA量 を測定 し,FACScanに 付属 した

諏ン ピューターシステムによ ってDNAヒ ス トトグラ

ムを得た.

DNAploidyの 判定 は,検 体 に含 まれ る正常粘膜細

胞 を内部標準 としたdiploid(2C)の 領域に単一 のG・/

G1ピ ークが あるもの をdlPloid,そ の他 のものをaneu・

Ploidと した。

4.統 計処理

正常大腸粘膜,大 腸腺腫,大 腸癌 の問 でのp62強 陽

性発現頻度の比較,大 腸腺腫 における組織型および異型

度 とp62強 陽性発現頻度の相 関,大 腸癌 における臨床

病理学的所見お よびDNAploidyとP62強 陽性発現

頻度 の相関 はX2検 定 によって行い,p〈0。05の 時有意

差 あ り,あ るいは相関あ りと判 定 した。

1正 結 果

1.正 常大腸粘膜,大 腸腺腫,大 腸癌 にお けるp62

の発現頻度

表1に 示す よ うに正常大腸粘膜 では75検 体 中70検体 で

P62の 発現が弱陽性(染 色度(+〉,図1)で あ り,強

陽性(染 色度(什),図2)に 発現 していたのは5検 体

(6.7%)の みで あった.強 陽性 の5検 体 では腺窩の各部

位 にお ける染色性 を見 ると,腺 窩の全層 がほぼ均 一に染

色 され,個 々の上皮細胞は核および細胞質がび まん性 に

染色 された.

大腸腺腫 は30病 中21病 変(70%)でp62の 発現が強

陽性 にみ られ た.P62の 強陽性発現頻度 は正常大腸粘膜

に比 して有意 に高率 であった(p<0,01).強 陽性 に染色

され た21病 変 では細胞内でのp62の 局在 は図3,4に

示す よ うに組織型 あるいは異型度に関係な く,細 胞核お

よび細胞質 にび まん性 にみ られた.

大腸 癌は79病 変中36病 変(45.6%)でp62の 発現が

強陽性 にみ られた.p62発 現強陽性の頻度 は正常大腸粘

膜 に比 して有 意に高 く(p<0.01),大 腸腺腫 よ り有意に

低か った(p〈0.05).強 陽性 に染色 された36病 変では細

胞内でのp62の 局在 は図5-7に 示す ように正常大腸粘

膜あ るいは大腸腺腫 と同様,細 胞核お よび細胞質 にびま

ん性 にみ られ た.

2.大 腸腺腫 の組織型 ・異型度 とp62の 発現頻度

表2に 示すよ うに,組 織型別 では,管 状腺腫 では20病

変中13病 変でp62の 染色 性が強陽性であ った.一 方絨
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毛成分 を含む管状絨毛腺腫では8病 変中6病 変,絨 毛腺

腫では2病 変 ともp62の 発現が強 陽性 であ り,管 状腺

腫 と絨毛成分を含 む腺腫 との間にp62の 強陽性発現頻

度の差 は認め られなか った.

異型度別 にみる と,milddysplasiaの1病 変 は弱陽

性,moderateの26病 変中18病 変,severeの3病 変は

全例 が強陽性で,こ れ らの間に有 意差 は認 め られ なか っ

た.腺 腫内癌 を含 む5病 変の腺腫成分 の異型度 は,seve・

reが2病 変,moderateが3病 変 で,moderateの1病

変 を除 い た4病 変 で はp62発 現 が 強 陽 性 で あ った.

3,大 腸 癌 の 臨 床病 理 学 的所 見 とp62の 発 現 頻 度

表3～5に 示 す よ うに,大 腸 癌 取 扱 規約22}に よ る 発生

部 位,臨 床 病 理 学 的 事 項 とp62強 陽性 発 現 頻度 との 間

に 相 関 を認 め な か っ た が,stageI,nの も の は,p62

発 現 頻 度 が 弱 い傾 向 が あ り,ま た組 織 型 が低 分化 型 の も

の は 染 色性 が と くに弱 か っ た.

4.大 腸 癌 のDNAploidyとP62の 発 現 頻 度

表6に 示 す よ うに,大 腸 癌 のDNAploidypattern

とp62強 陽性 発現 頻 度 との 間 に は有 意 な相 関 は認 め な

か った.

III.考 察

分 子 生 物 学 の 発 達 に と もな い現 在 で は40種 類 以 上 の癌

遺 伝 子(oncogene)が 同 定 され26),さ らに,oncogene

は癌 細胞 に の み 存 在 す る もの で は な く,正 常細 胞 に も

proto-oncogeneの 形 で 存 在 す る こ とが 広 く知 られ る に

図1正 常粘 膜 にみ られ たp62染 色 性

(染 色度(+),×100)

図2正 常 粘 膜 に み られ たp62染 色性

(染 色 度(升),×200)

図3tub.一viL,mod.dysplasiaに み ら れ

たp62染 色 性(染 色 度(+),×200)

図4tub.一viL,mod.dysplasiaに み ら れ

たp62染 色 性(染 色 度(什),×200)

表1正 常 大 腸 粘 膜 ・大 腸 腺 腫 お よび 大 腸 癌 に お け る

c.myconcoproteinp62の 染 色 度

1,2:p<0 .01

1・3:Pく0
.01

z,a;P<0
.05
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至 っ た.発 癌 過 程 にお いて は,initiationの 段 階 で宿 主

の 遺 伝 子(proto-oncogene)が 放 射 線,発 癌 性 物 質,ウ

ィ ル ス な どに よ っ てampli丘cation,染 色 体 転 座,provi-

ralinsertion,pointmutationな どの 変化 を受 け,活 性

化 され てoncogeneと な り,こ れ が 癌 発 生 に関 与 す る と

い わ れ て い る3-6・18・27-30).

c-myconcogeneは トリにmyelocytom嘩osisを 引 き

起 こすoncogeneと してretrovirusMC29か ら同 定 さ

れ たv・mycに 対 応 す る 遺 伝 子 と して知 られ3D,真 核生

物 に広 く存 在 し32・33),多 くの ヒ ト悪 性 腫 瘍 で そ の発 現 が

認 め られ て い る17,34).発 癌 に 関 す るC-mycの 意 義 につ

いて の研 究 は,固 形腫 瘍 に お い て は と く に 肺 癌17,29β5・

36)
,乳 癌17,19・37-40),大腸 癌17,20,34,40-55)などに つ い て いわ

れ て い る.す な わ ち,こ れ らの 癌 に お い て はc-mycon-

cogeneのampli丘cationあ る い は発 現 増 大 が 高 い頻 度

で認 め られ,癌 の 発 生 あ るい は進 展 へ の関 与 が論 じられ

て い る.著 者 が検 討 対 象 と した 大腸 癌 にお い て も,癌 組

織 中 のc-myconcogeneの 発 現 が増 大 して い る こ とは

多 くの報 告 で い われ て お り,そ れ が癌 を誘 起 す る何 らか

の原 因 に な る とは い われ て い る もの の17-19),癌 の進 展 に

お け る そ の意 義 や 役 割 につ い て は い ま だ明 か に され て い

図5大 腸 癌(低 分 化 腺 癌,stageV)に み ら

れ たp62染 色性(染 色度(+),×400)

図6大 腸 癌(高 分化 腺癌,stageI)に み ら

れ たp62染 色 性(染 色度(+),う く200)

図7大 腸 癌(中 分化 腺 癌,stageV)に み ら

れ たp62染 色性(染 色度(升),×400)

表3病 変 別 に み た 大 腸癌 の発 生 部 位 とc-myc

oncoproteinp62の 染 色 度

表2大 腸 腺 腫 の 組 織 型 お よび 異 型 度 別 にみ た

c-myconcoproteinp62の 染 色 度
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ない.

c・myconcogeneの 発現 を検 出す る方法 としては,Nor-

thernblot法56),免 疫組織染色法37・41・48・49・52・57'59),

丑owcytometryを 用 いた定量法38・43・54・60)などが あるが,

著者 は本研究 を行 うにあたって免疫組織化 学染色法を用

いた.そ の理 由は,本 法 は定性 的な方法 であ って,定 量

的方法 に 比 して 客観性 に 欠 ける とい う短所 があ るもの

の,比 較的簡便 に多 くの材料 について検 討 しうる とい う

長所 をもち,ま た生検材料 を用 いれば術 前の検 索に も応

用 できる とい う利点 か らである。

抗c-myc蛋 白モノク ローナル抗体 を用 いて免 疫組織

染色 を行 った場合 の正常大腸粘膜 の染色性 については こ

れ までにい くつかの報告 がみ られ ている.腺 窩の染色部

位 につ いては,浅 部(maturezone)で は細胞質 が,深

部(proliferativezone)で は核 が染 色 される とい う報

告58),全 層 にわたって染色 され る とい う報告59),matur-

ation箔oneが 染色 され る とい う報告48・49),proliferative

zone以 外 の細胞質 が染色 され る とい う報告41)などが あ

り,意 見の一致 を見 ていないが,著 者 の検討結 果では,

Kateら59>の 報告 と同様,腺 窩全層 がほぼ均一 に染色 さ

れ,個 々の細胞 の細胞核 および細胞 質はびまん性 に染色

され た.ま た正常大腸粘膜 で強 い染色性 を示 した ものが

6.7%の 頻度 でみ られ たが,そ れ らの中に 閉塞性 大腸癌

の 口側粘膜 か ら得 た標本 が含 まれ ているこ とや,今 回の

検討対象 か らは除いたが,大 腸 の炎症性 疾患 で強い染 色

性 がみ られ たこ とは,Ciclitiraら57>の 報告 と一致 する.

す なわち,正 常大腸粘膜で も約6。7%にp62の 強 い発現

をみたこ とは,炎 症な どで再生機転が加 わった場合 にP

62の 発現 のみ られ るこ とが多 く,ま た免疫組織染色 に用

いた抗 ヒ トc・mycp62マ ウスモ ノクロー一ナル抗体(M・

YC1-6E10)がp620ncoproteinのnormalfromと

mutationformを 識別 しえないこ とによる と考 え られ

る。

大腸腺腫 にお けるc・myconc◎geneの 発現 につ いて

は,正 常大腸粘膜 に比 して強 い発現 が認 め られ,異 型度

に応 じてその発現頻度 も高 いが,癌 のそれ よ りは弱 い と

す る報告が多 い2◎・48).この よ うな成績 は正常 か ら異型上

皮(腺 腫),さ らに癌へ と進 むにつれてc-myconcogene

の発現 が強 く,か つ高頻度 にみ られ るこ とか ら,い わゆ

るadenoma-cancersequenceを 支持す るもの と考 えら

れ る.し か し,一 方 では大腸腺腫 と大腸癌 との間 でC-

myconcogene発 現頻度 に差 を認 めない55)とい う報告 も

あ り,必 ず しも一致 した見解 に達 していない.著 者 の成

績 では,腺 腫 におけるp62の 発現頻度 は正常粘膜 に比

して有意 に高 く(p<0.01),ま た大腸癌 と比較 して も有

意 に高 かったが(P<0.05),そ の発現頻度 と腺腫 の組 織

表4病 変別にみた大腸癌の臨床病 理学 的所見 と

c.myconcoproteinp62の 染 色度

表5症 例別 にみた大腸癌の臨床 病理学 的所見 と

c-myco難c◎pr◎t$加P62の 染色度

(同時性重複癌6例 は,よ り進行 した癌で代表 した)

表6病 変 別 にみ た 大 腸 癌 に お け るc-myconcoprotein

p62の 染 色 度 とDNAp王 ◎idy
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型や異型度 との問に関連 を認 めなか った.大 腸腫瘍の発

生 ・進展過程 にお けるp620ncoproteinの 発現強度 あ

るいは 発現頻度が 報告者に よって 異な るのは,研 究対

象,染 色法,あ るいはその判定法な どの違いに よるもの

と思 われ るが,正 常大腸粘膜に比 して腺腫での発現 頻度

が高い とい うことは著者 を含 めた多 くの研 究者の成 績が

一 致 してお り
,腺 腫の発生過程 にP62が 何 らかの形で

関与 している ことは確実 と考 え られ る.

大腸癌 におけるc-mycの 発現 については約60%以 上

の癌 にその増 大がみ られ る と報告 され ているが17・20・蝉2・

49・50・55),著 者 の成績 では検討対 象の45.6%に 強い発現 を

みた.大 腸癌でP62の 強い発現 をみる頻度 は検討対 象

の数,染 色方法,判 定法 にも影響 され るが,お およそ

40～60%と 考えてよいであろ う.p62の 発現 頻度 と臨床

病理学 的所 見や予後 との関連について もい くつかの報告

がみ られ る.す なわ ち,組 織型 ・Dukes'stage.DNA

ploidy・ 予後 とP62染 色性 とは相関 しない41),右 側結腸

よ りも左側結腸 で発現頻度 が高 い鱒,年 齢 ・腫瘍発生部

位 ・腫瘍の大 きさ ・組織型 ・Dukes'stageや 血清CEA

値 とc・mycの 発現頻度 とは 関連 がない55),5年 生存率 と

相 関す る54),発 現 レベル と癌の再発お よび生存率 には相

関は認 めない51>,など多 くの成績が報告 されてい るが,著

者 の成績では,Jonesら41>の 成績 と同様 に,臨 床病理学

的事項 お よび癌 細胞核DNAploidyの いずれ もc・myc

の発現頻度 と統計的に有意な関連 を示 さなか った.

著者 の成 績か ら大腸腫瘍;の発生,進 展の過程 にお いて

C-myconcogeneが どの よ うな役割 を果たす ものか検討

してみる と,大 腸 腺腫 お よび癌では正常大腸粘膜に比 し

て有意 にp62の 発現頻度 が高い ものの,大 腸腺腫 の異

型度 とc-myc発 現頻度 との問 に相関がな く,大 腸 癌に

比 して腺腫 で発現頻 度 が有意 に高 く,ま た大腸癌 の臨床

病理学的事項 とp62の 発現頻度 の問に相関がみ られず,

さ らにc・mycの 発現頻度 とDNAploidyに は相関を

示 さなかったこ とよ り,c・mycp620ncoproteinの 大腸

腫瘍 の発生,進 展過程 への関与は以 下のよ うに推 察 され

る.大 腸腺腫,癌 のいずれ もが正常大腸粘膜 に比 してp

62発 現頻度 が有意 に高 いこ とは,P62の 発現が大腸腫瘍

発生 に関与す るこ とを示唆す るが,P62の 発現頻度 が腺

腫 で癌 よ りも高 かったこ とは,腺 腫 よ り癌 への悪性化 の

段階でのP62の 関与 は少 な く,む しろ,腫 瘍 の発生 に

関与 したC-myCOnCOgeneの 活性化 を伴 った クロー ン

は腫瘍の悪性化 とともに消失 ない し相対的 な減少傾 向を

た どることを推察 させ る。大腸腺腫 の異型度 とp62強

陽性発現の頻度 に相関がみ られ なかったこ とも腺腫 の悪

性 化へのc-mycの 関与 を否定す るものであろ う.大 腸

癌 の進 行度 とp62強 陽性 発現頻 度 に相関がみ られ なか

った ことも,癌 の進展 に対 してP620ncopr◎tei難 の関

与が少ない ことを示す.大 腸癌 にお いてp62強 陽性発

現頻度 とDNAploidyの 間に相 関を認 めなかったこと

は,Nowell"1)の 仮説,す な わちヒ トの癌 の進展は,遺

伝 子の不安 定化 による異常な遺伝形質を もつclo益eの

発生か ら増殖の コン トロール が失 われ るために起 こる,

とい う考 えか らす るな らば,c・mycp62の 発i現に示 され

るpointmutationは,異 常な遺伝形質 をもつclone

(aneuploidclone)に よる癌 の進展 とは独立 した現象で

ある ことを示唆 している.

IV.結 論

大腸癌(79病 変),大 腸腺腫(30病 変)お よび正常大

腸 粘膜(75検 体)に ついて,抗c-mycp62モ ノクロ

ーナル抗体 を用いた 免疫組織化学 染色法 によるc・myc

P62の 発現頻度 を検討 し,ま た大腸癌の72病 変 について

は,DNAploidyの 検索 をも行い,以 下の結果 を得た.

1)大 腸癌 および大腸腺腫では,正 常 大腸粘膜に比 し

てc・mycp62の 発現頻度が有意 に高 かった.

2)大 腸癌 および大腸腺腫では,c・mycp62の 発現

頻度 と臨床病理学的所見の問に相関を認 めなか った.

3)大 腸癌 では,c-mycp62の 発現頻度 とDNA

ploidyの 問に相 関を認 めなかった.

以上 よ り,c-mycp62は 大腸腫瘍 の発生段階に関与

す るが,一一旦発生 した腺腫 あるいは癌 のその後の進展 に

は関与す る ところが少ない と考え られ た.

本研究 を終 えるにあた り御指導,御 校閲 を賜 りました

鈴木宏志教授 に深甚 なる謝意 を捧げます とともに直接御

指導頂 きました松本好市講師,ま た研 究に御協力 を頂い

た本学中検病理 の吉村 平先生,教 室の石 島直人先生に

深謝致 します.

本論文 の要旨は第90回 日本外科学会 において 発表 し

た.
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Immunohistochemical Staining of c-myc p62 Oncoprotein 

   in Normal Colon Mucosa, Colorectal Adenomas, 

            and Colorectal Carcinomas

T. Miura

The Second Department of Surgery, Mie University School of Medicine, Mie

     Immunohistochemical staining of c-myc p62 oncoprotein was performed in 79 colorectal 

carcinomas, 30 colorectal adenomas, and 75 samples of normal colon mucosa, using a mouse 

monoclonal antibody against the product of the c-myc oncogene (MYCI-6E10). 

     Intense immunoreactivity for p62 oncoprotein was detected in 36 of 79 colorectal carci-

nomas, in 21 of 30 colorectal adenomas, and in 5 of 75 samples of normal colon mucosa. 

     The frequency of the intense immunoreactivity for the p62 was significantly higher in 

carcinomas and adenomas, compared to normal colon mucosa. The frequency of the intense 

immunoreactivity for the p62 was significantly greater in adenomas than in carcinomas. 

     There was no correlation between the intense immunoreactivity for the p62 and histologic 

type or grade of dysplasia in adenomas. The immunoreactivity for the p62 oncoprotein did 

not correlate with clinical stage or DNA ploidy of colorectal carcinomas.
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